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伝統の曲木技術を守り続ける
秋田県湯沢市で100年以上の歴史を誇る秋

田木工。無垢の木材を高温の蒸気で蒸し、熟
練の職人がひとつひとつ手作業で曲げる、「曲
木（まげき）」の洋家具を作り続けている。木の
特性を熟慮して作り上げられる曲木家具は、木
の息づかいが宿る柔らかくも躍動的なフォルム
と、100年使える丈夫さが特徴だ。

秋田木工株式会社の前身となる、秋田曲木
製作所が創業したのは明治43年（1910年）。
当時、急速に西洋化が進んでいた日本では、多
くの家具を海外から輸入していた。そのため、
西洋家具の技術を国内で育てることが急務と
され、広葉樹の有効活用の点からも、曲木家
具の製造が国策として奨励された。大阪、東京
に続いて、材料となるブナやナラが豊富な秋田
にも曲木家具の製作所が設立され、のちに秋
田木工株式会社となる。

この頃、国内各地で多くの曲木家具が作ら
れ、日本中の店舗や家庭に普及していった。し
かし、昭和期の成長とともに大量生産が求め
られるようになると、手間がかかって効率が悪
く、職人の育成や技術の習熟に時間を要する
曲木の作り手は急激に減少していくこととな
る。現在、自社で鉄型の治工具の製造を行い、
3次元の曲げ技術を有するのは、秋田木工が
国内唯一となっている。

曲木家具の美しいデザインを活かして
曲木技術は木の繊維に逆らわず、その流れに
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100年の伝統を守る日本唯一の曲木家具専
門ブランド。人々の生活に寄り添い、特別な
存在となる家具作りを続ける
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基づき、生かす。例えば、ダイニングチェアの背も
たれは、1本の長い木から作られる。これは美しさ
だけでなく、構造・強度面でも意味がある。仮に、
形状だけにこだわり、木材から曲面をくり抜いて
作ると、木の繊維は寸断されてしまう。これでは
曲木ほどの強度を保てず、数年ののちに疲労し、
木の節や繊維の切れ目から破断してしまうことも
ある。木の性質を熟知し、幾多の課題を乗り越え
てきた秋田木工だからこそ、伝統工法に自信と誇
りを持ち、今なおその可能性を追い求めている。

現在、同社では創業当初から作り続けるロング
セラーモデルの他、剣持勇、柳宗理など、日本を
代表するデザイナーとコラボレーションした家具
を手がけている。今年5月に運行開始したJR 東
日本のクルーズトレイン「TRAIN SUITE 四季島」
では、車両やインテリアのデザインを担当した奥
山清之氏から指名され、ラウンジ、ダイニング、客
室で使われる椅子とテーブルを製作した。デザイ
ナーが想う世界観に技術でどう応えるか、家具を
使う人を第一に考えながら、伝統を現代へと融合
させていく作業は成長と進化の契機でもある。

　「木が木で立っていた時よりも美しく」という信
念のもと、秋田木工が作り続けてきた曲木家具。
伝統の技と職人たちの手作業で作り出される家
具たちは、歳月を越えて人々の生活に寄り添い、
特別な存在であり続ける。

A 高温の蒸気で蒸された木材を、職人が手の感覚だけを頼りに曲げて
いく

B 創業当初から作り続けているダイニングチェア

秋田県よろず支援拠点による支援事例を
小室チーフコーディネーターが紹介

報道や機関等のデータと実例を交えながら
秋田の現状を解説

ほぼ満席の会場で熱心に聴講する参加者たち

お問い合わせ 秋田県よろず支援拠点　TEL018-860-5605 ・FAX018-863-2390

主催事業報告

経営革新力アップセミナー
秋田県よろず支援拠点事業 地域連携フォーラム

数多くの企業支援に携わってきた講師陣による支
援事例の紹介と講演会・個別相談会を開催

開催
内容

代表取締役

瀬 戸 伸 正
Shinsei Seto

IDC 大塚家具グループ
秋田木工株式会社
〒012-0862　秋田県湯沢市関口字川前117
TEL.0183-73-0123　FAX.0183-72-2019
E-mail bentwood@yutopia.or.jp
URL http://www.akitamokko.jp/

［会社概要］
曲木家具・洋家具類の設計・製造・販売を行
う家具メーカー。創業100年を超える歴史
を持つ、日本唯一の曲木家具専門ブランド。
剣持勇、柳宗理、佐藤オオキなど有名デザイ
ナーとのコラボレーションも行い、数々の曲
木家具がグッドデザイン賞を受賞している。
2006年、株式会社大塚家具の子会社とな
る。
創業年：明治43年

�本当に向き合うべき問題は
「人口減少」なのかを問いかける

人口減少と高齢化の
進行が 著しい秋田で
は、今 回 の 講 演 会 の
テーマに寄せる関心は
高い。中小企業診断士

として県内外の企業のコンサルティングに携わる佐瀬氏
は、「人口減少は、チャンス？ ピンチ？」という問いかけで
講演をスタート。ビジネスとして生き残るために大切な経
営革新力について説いた。

　「少子・高齢化現象」をネガティブに捉えるかポジティブ
に捉えるかで状況は大きく変わる。不確実な印象に振り
回されずに、マーケティングによって経営革新を考え抜く
ことと不断の実行力の重要性を力説した。

人口減少という言葉を悲観的に捉えることなく、「一人で
も多くのお客さまと繋がること」「自社製品の価値を正し
く顧客に届けるための行動を起こし続けること」「自分た
ちのできる方法を積み上げていくこと」の大切さを伝えた。

�事業の視点を変える大切さを実感
産廃処分・収集を主に行う当社で

は、産業廃棄物を資源としてリサイ
クルすることで事業を伸ばしてきま
した。「時代の流れを読んで視点を変
え、勝機を掴む」という講演内容に
共感しました。早速朝礼で社員に伝えて、情報を共有します。

https://www.clean-c-akita.com/

�講演内容に勇気をもらいました
学校のパソコン授業のサポート

が事業の中心なので、児童数減少
の影響は大きく、講演テーマに興味
がありました。ビジネス書や事例を
用いたポジティブな講演に、継続的

な革新の大切さを実感。当社でも川連漆器や樺細工との
コラボ事業を開始するので勇気づけられました。

https://www.voraxed.co.jp/akita-ledgakubuchi/

８月30日、湯沢ロイヤルホテルを会場に、秋田県よろず支援拠点が「経営革新力アップセミナー」を開催。主に湯沢雄
勝地区の企業・団体から28 名が参加した。同拠点の支援事例の紹介後、M.Sコンサルティング代表 佐瀬氏（(一社)秋田
県中小企業診断協会 代表理事・会長）が「人口減少時代に生き残るための『経営革新力』とは。」をテーマに講演した。

　講演「人口減少時代に生き残るための『経営革新力』とは。」を開催　

講演会レポ

講師　M.Sコンサルティング　佐瀬 道則 代表
参加者の声

㈲クリーンカンパニー　姉崎 喜代志 さん

参加者の声

㈱フォラックス教育　高橋 美佳子 さん

│オンリーワン企業紹介6 主催事業報告│7


